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研究成果の概要（和文）：本研究はディーブ・アクティブラーニングを高校において経験している高校生を中心
に，高校での学びの可視化，そして高大接続の観点から卒業後の学びの可視化することにより，その要因とプロ
セスを質的・量的に学習研究として明らかにすることを目的としている。今年度は最終年度として、これまで主
なフィールドとしていた２つの高校のデータを取りまとめた上で、高校がカリキュラムマネジメントとして生徒
の学びをデータで明らかにし、それらを活用して次の教育改善に臨める環境づくりを行うために、自動分析と生
徒指導に活用できる表示ができるアプリを開発、実用化した。

研究成果の概要（英文）：This research focuses on high school students who have experienced deep 
active learning in high school. By visualizing learning in high school and learning after graduation
 from the perspective of high school-university connection, the factors and processes are 
qualitatively and comprehensively investigated. The purpose is to clarify quantitatively as learning
 research. This year is the final year, and after compiling the data of the two high schools that 
have been the main fields so far, the high school will clarify the learning of the students as 
curriculum management data, and use it to improve the next education. In order to create an 
environment, we developed and put into practical use an application that can be used for automatic 
analysis and display that can be used for student guidance.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
高校の習指導要領にあるカリキュラムマネジメントの概念において、教学IRの概念は提示されてはいないが、目
標-方法-評価の一体化において、学習評価はエビデンスベースの教育改革を行う上でも大変重要な観点である。
しかし高校現場において、統計知識や学習評価の知識を有する教員が不足しており、未だ教育はやりっぱなしの
状態にある。そこに本研究が必要な評価観点を見出し、尺度を開発し、最終的には改革を自走できるように分析
を自動化できるアプリを開発することによって、カリキュラムマネジメントを一層促進する環境を整えた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 高等学校は、これまで研究フィールドとしての学習研究の蓄積があまりない学校種である。な
ぜならば大学受験という高いハードルの中では 3 年間で深い学びやディープ・アクティブラー
ニングなどが展開するには時間が短く、また教育方法も出来るだけ多くの知識を得ることが優
先されるからである。 
 新学習指導要領が始まり、その中でカリキュラム・マネジメントの必要性や、知識を教えるだ
けではない、総合的な探究の時間の意義が語られるようになったことを受け、高校教育自体が少
しずつ変化している。特に探究的な活動は、それ自体が多種な入試選抜方法の中でも総合型に親
和性が高いことから、高校としても組織的に行うことを模索するようになった。しかし目的、方
法、評価などそれを実現するためには専門性が高いチームのサポートを有している。そこで本研
究では、３つのプログジェクトを立て、高校をフィールドにディープ・アクティブラーニングの
実施およびカリキュラム・マネジメントとしての組織的改革に取り組む。 
 
２．研究の目的 
大学受験を背景にしたこれまでの高校の教育現場は，主体的・対話的で深い学びに転換するこ

とを求められているものの、それらを組織的に担保するカリキュラム・マネジメントに関する研
究はほとんどない。その１方法としてディープ・アクティブラーニング（松下 2015，以下 DAL）
の考え方が注目されている。しかしこれまで高校を対象とした学習研究は少なく，授業が実際 
の生徒にどのような影響を与えるのかは明らかではない。そこで本研究では，以下の２つのプロ
ジェクトを行う。 
① ディープ・アクティブラーニングを実現するような高校間越境教育プログラムを構築し、そ

の影響を検証すること 
② 組織的な改革を行うためのカリキュラム・マネジメントには、特にエビデンスベースに学習

成果を可視化することが求められることから、高校 IR という考え方を基に、高校での生徒
の成長のデータを分析すること 

 
３．研究の方法 
①として、コドンレタープロジェクトを行った。８つの高校の生物の授業において，生徒たちが
協働的学習を行うことで学習的ラベルの変化が現れるかを見る研究である。コドンレターとは、
遺伝子情報を用いてひらがなの暗号文を作り、身近なことを題材に他高校の生徒に当てて送る
メッセージであり、生物の知識を用いながら双方のコミュニケーションを促進する働きを持つ。
授業前後でプレポスト調査を作成し、主に生物の授業への動機づけ、非認知能力、マインドセッ
トなどを用いて変化があったかどうかを調査した。 
② として、３つの高校の調査を行った。IRプロジェクトとして兵庫県立加古川東高等学校と高

槻中・高等学校の入学時調査、卒業生調査の設計を現場教員とともに行い，実施した。 
内容はフィールド校にフィードバックし，教職員対象に解説を行っている。しかしコロナ禍の影
響により、この 3年間の調査結果が通常の高校教育の学習評価であるかどうかは疑わしく、残念
な結果となっている。特に高槻中・高等学校においては、そのコロナの影響を強く受け、途中で
のカリキュラムおよび人事体制の変化などで途中で調査計画を中止した経緯がある。加古川東
高等学校卒業生では、2017 年度入学者が卒業時に調査許可を取り付けたことから，2020 年度秋
（大学 1 年秋）でのインタビュー調査（質的）を実施予定であったが，これもコロナ禍の影響に
より，通学していない大学 1年生が多いことから計画の変更を余儀なくされている。 
 さらに探究プロジェクトとして、徳島県立城北高校と，静岡県立静岡城北高校の探究の授業を
組織的に導入するサポートおよびその学習成果を可視化することを試みた。静岡県城北高校は、
コロナ禍により予定を大きく変更せざるを得ず、結果、途中で中断を余儀なくされたが、徳島県
立城北高校は、本年度に卒業生を輩出し、3年間の効果検証を実施することができた。 
 
４．研究成果 
 各学会で成果報告を活発に行った。またそれに合わせて、高校への水平的展開としてベネッ
セコーポレーション共催で公開研究会（関西大学）を開催し、80 名の高校教員が参加する
など各種セミナーやイベントも開催した。最終的には、対象とした高校フィールドが持続可能
なカリキュラム・マネジメントを運用することを目指し、これまで理論化してきた分析手法や項
目などに合わせた分析の自動化することを目的にアプリケーションの開発を行った。 
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大学教育学会誌 57-61

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
森朋子・山田嘉徳・上畠洋佑 41- 2

 １．著者名



2018年

2018年

〔学会発表〕　計0件

〔図書〕　計0件

〔産業財産権〕

〔その他〕

－

６．研究組織

大妻女子大学・人間関係学部・准教授

(32604)

研
究
分
担
者

多田　泰紘

(Tada Yasuhiro)

(40813663)

京都橘大学・経営学部・専任講師

(34309)

桐蔭横浜大学・教育研究開発機構・教授

(32717)

研
究
分
担
者

本田　周二

(Honda Shuji)

(00599706)

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

所属研究機関・部局・職
（機関番号）

氏名
（ローマ字氏名）
（研究者番号）

備考

研
究
分
担
者

溝上　慎一

(Mizokami Shinichi)

(00283656)

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
「『わかった』を引き出すアクテイブラーニング」－深い理解を促すアクティブラーニングのデザイン

甲南大学 国際言語文化センター『言語と文化』 321-326

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
藤原三枝子・森　朋子 22

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
教育プログラムの内部質保証に寄与する教学IRのあり方　－学習の視点を中心に－

広島大学高等教育研究開発センター,『大学論集』 209-211

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
森　朋子・紺田広明 50

 １．著者名



６．研究組織（つづき）

７．科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計0件

８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

共同研究相手国 相手方研究機関

研
究
分
担
者

斎藤　有吾

(Yugo Saito)

(50781423)

新潟大学・経営戦略本部・准教授

(13101)

研
究
分
担
者

松下　佳代

(Matsushita Kayo)

(30222300)

京都大学・高等教育研究開発推進センター・教授

(14301)

研
究
分
担
者

山田　剛史

(Yamada Tsuyoshi)

(10334252)

横浜市立大学・都市社会文化研究科・教授

(22701)

研
究
分
担
者

三保　紀裕

(Miho Norihiro)

(80604743)

京都先端科学大学・経済経営学部・准教授

(34303)

研
究
分
担
者

山田　嘉徳

(Yamada Yoshinori)

(60743169)

関西大学・教育推進部・准教授

(34416)

氏名
（ローマ字氏名）
（研究者番号）

所属研究機関・部局・職
（機関番号）

備考

研
究
分
担
者

紺田　広明

(Konda Hiroaki)

(60734077)

福岡大学・公私立大学の部局等・講師

(37111)


